
都市有害生物管理学会

第 40回大会 ,総会ご案内
http://、 ww.upm-1lTl)anpest.c。 ■

近年、人々の居住地域内で野生動物の出没や1晋]題が度々起きています。また住宅や博物館や諸施設内で

害虫やカビなどによる被害も絶えることなく起きています。本学会は 1973年にシロア リ研究の森人郎博
士によつて「日本家屋害虫学会」として滴1設 され、2011年に「都市有害生物管理学会」と改名いたしま

した。本学会θ)大会は、40年にわたり大変有意義な研究発表を重ねてまいりました。今InJは、第 10陸I大

会を記念 して特別講演にはシヨア リに関してお二人の先生に講演 していただきます。 また幅広い分野で

の有吉生物についての日頭発表とポスター発表がございます。この分野における更なる成果と情報が得

られる大会となります事と、会員と一般の方々の多くの方のご参加をお待ち中し上げてお ります。

特別講演

鰺坂徹先生  鹿児島大学大学院理工学科建築学専攻教授

「鹿児島県・ 1醸摩藩の麓集落にみられるシロアリと他の生物被害の現状」

慶瀬博宣先生 廣瀬産業総

:森八郎博士のアーカイブについて J

都市有害生物管理学会 第 40国大会長  森正明

会長      杉山真紀子

1.日 時 :2019年 3月 9日 (上)10:001受 l・l開始9:()(),～ 17130
2.会場 :慶應義塾大学三ロキャンパス 大学院校舎 1階 313 港区二圏2-15-45

・」R山手線/ふ浜東北線。日田r釈下車徒歩8分 /都営競ド鉄浅草線部 普地下鉄三回線三田駅下車徒歩7分

3.懇親会 :慶応義塾大学三lllキ ャンバス市校舎 4階 :ザ・ カフェテ リア」 18:oo～ 20:00
4.参加申込み : 大会および懇親会のご参力日の締め切り鍵 2019年 2月 15ュ塁

Fノヽゝ 【 :03--6805--8675    e― mail : urballlJcst.officeOgrlail.cOm

5,大会参tII費 :*個人会員・団体・賛助会員 (お一人)¥4000 *非 会員¥5000
本学生会員¥1500
懇親会費 :¥5500(会 員 。」l‐ 会員・学生会員)

参加費の納入締め切り:2019.■2■22旦二全二厳宣2こと盤願登壼た上ュ主
納入先 :三菱LIF J銀行 新宿支店 (店番341)日座番号 普 ()262231 都市有害生物管理学会 会長 杉ll真紀子

*お板込手数料はご負担 下さい。*お振込みの際、団体会員の方も必ずご氏名を最初にご記入ください。まご入金頂きました人

会参な

“

費および懇親会費はご欠席でも返金致 lノ ませんのでご了承下さい
=率 当日、受付でも参fJl費 を受領いたしますが、参加申

1込書に、当日受fす で支払いにOを付1サて必ずご|+1席 ください。

6.企業宣伝ブースを募集いたします。1ブース (テ ープルとバネル)は 3万円。

7.ご協賛 。広告に関してのお願い。当日配布のテキストに広告ベージの募集をいたします。

*御おL名 だけを記載.広告ベージの記載。どちらも協賛金は2万円。
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≪ 都市有害生物管理学会 第 40回大会・総会 プログラム

ロ頭発表 (313教室)ポ スター発表 (312教室 )

010:00 開会の挨拶                            森 I明・大会長

① 10:05～ 10:19

「
"18年

の猛暑が量外のフェロモントラップに捕獲されるノシメマダラメイガと

タバコシバンムシの個体数に及ぼす影響」

0本村悟朗 。国中和之・谷川力 (イ カリ消毒 (株 ))

② 10:20～ 10:34「交信構乱剤による次世代書虫対策と幌世代成虫対策を両立させる試み」

○辻英男 (環境生朔 究会)、 菅野格朗・片山淳一郎 (環境機器 (株))

0 10:35～ 10:49「玄米.自米.無洗米におけるノシメマダラメイガの発育」

○宮ノ下明大 。今村太郎・古井聡・曲山幸生 (農研機構 食品研究部門)

①  10150～ 11:04「外来アリ生息調査で捕獲されたイエシロアリとトリキスタンゴキプリ、

およびこれら2種の未発表分布記録」

○富冊康浩・本社悟朗・谷川力 (イ カリ消毒 (株))・ 田‐中一裕 (宮城学院女子大学)

⑤ ll,05～ 11:19「公立美術館における昆虫類捕獲調査の事例J

O小田尚幸・橋本一浩・川上裕司 ((株)エフシージー総合研究所)

～～ 休 憩 (6分)～～

⑤ H125～ 11:39F博物館で使用する低酸素濃度展示ケース ～開発と活用の現状～ 報告①」

O杉山真紀子・吉り11辰美 侵株翔

“

Tサイエンス)・ 亀山善弘 ((有 )亀山工業)

⑦ ll:40～ ll:59「粘着 トラップによる集合f■宅のベランダの昆虫調査J

O中野敬一 (東京都港区)

① 12100～ 12114「蚊に対するハイ ドロ銀チタンの効力について」

○江下優樹 (北海道大学)、 前り:1真季 (セルテック購朱))、 岡崎成実 (Dr.C医薬働朱))

～～昼休み (70分)昼食 。ボスター発表～～

⑨ 13125～ 13:39「東京都内の民家において2019年に採取したマダガスカル産ゴキプリ勒 あ
"ゴ

′Pa species」

○深瀬徹 (岡 山理科大学獣医学部)、 中村有加里 (葛城生命科学研究所)

⑩ 13:40～ 13:54「チピケカツオブシムシ成虫の摂食と寿命」

○小峰幸夫 (東京文化財研究所)

0 13:55～ 14:∞「鹿児島県津貫地区のアメリカカンザイシロアリ被害と駆除方法紹介」

0廣瀬博宣 (廣瀬産業 (株 ))

⑫ 14:10～ 14:24「 虫誘51効果を有するパイオマスプラスチックの開発」

○伊藤有未・山本恭介 (昭和産業基盤技術研究所)、 宮ノ下明大 (農研機構 食品研究部門)

≪ 特別講演 》

鰺坂徹 先生  鹿児島大学大学院

「鹿児島県・1白 薩摩藩の麓集落にみられるシロアリと他の生物被害の現状J

廣瀬博宣 先生  慶瀬産業 (株 )

「森八郎博士のアーカイブ」
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ポ スター発表

⑬卜1眺濯機を汚染する黒色カピの分子生物学的手法による固定」

0橋本一浩 ,り 111■裕司 ((株)エ フシージー総合研究所)、 藤井裕幸 (バナソニック)

OP-2「我が国にお:ナ るヒメアカカツオブシムシの点描」

○中北宏 (つ くば防虫協議会)

OP 3「博物館で使用する低酸素濃度展示ケース ～rFl発 と活用の現状 東京国立博物館のミィラの展示ケースなど」

○吉り1:辰 美・杉山真紀子 ((株)WSI・ナイエンス)。 亀山善弘 ((有)亀山工業)

⑬P-4「 ノロウイルスに対するプドウ種子抽出物の抗ウイルス作用」

○下田昌弘・河村興紀子 (sainome株 式会社)

①P-5「 虫誘因効果を有するバイオマスプラスチックの開発」

○伊藤有未・山本恭介 (昭和産業基盤技術研究所)、 宮ノ下明大 篠 研機構 食品fJl究部門)

◆16:25～ 16:45授賞式 学会賞・森八郎賞の授与

◆16:50～ 17:30総会 (会員のみ)非会員:まポスター発表に参カロ

◆17:30 閉会の挨拶                   杉山真紀子・学会長

***********ネ ***ネ *

◆特別講凛の先生のプ率フィール

鰺坂徹 (あ tじ さかとうる)先生

1957年名占屋生まれ。早稲田大学大学院F■L工学科建設工学専攻修了。三菱地所鶴一級建築士事

務所 (三菱地所設計靭)勤務。明治安測生命ビル街区再開発(2010年 日本建築学会業績賞)他多数

のプロジェクトを担当っ2013年鹿児島大学大学院理工学科研究科教授に着任。麓集落の調査、ま

ち歩きマップつくり、小学校や図書館、オフイス等の建築の保存と再生の活動を進めている。

廣瀬博宣 (ひろせひろのぶ)先生

1971年度児島工業高等専門学校機械工学科卒。白蟻薬剤卸販売の廣瀬産業榊を引継ぐ。宮崎大

学が行つていた吹 L浜自蟻野外試験を10年手伝う6種子島で 5年間イエシロアリの人工栄巣実験

実施 (栄巣の移動と静1女王の出現確認 )。 イエシロアリ専用駆除ベイ トを開発。販売と現場指導を

`予

う。イエシロアリ飼育栄巣を用いたホウ酸製剤の防端効力確認試験及び移動可能なイエシロア

リ飼育装置について報告など多数.

大会事務局

〒103-0027 東京都中央区日本橋 2-2-3リ ッシュビル 402

Fax  03-68 05-8 6 7 5    c― mail  urbanpest.officeOglnail.oom

ガヽ‐-7L√く―一
=ジ

  http://11■vw.upm~urbanpest.com

。ご不明な点は大会事務局 (担当・菅野)へお尋ねください。
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都市有害生物管理学会

第 40回大会・総会

http.//www.upm― urbanpest.com

ご協力のお願い

拝啓

時下益々ご清祥の事 とお慶び申し上げます。平素は当学会の活動 と運営に格別なご

高配を賜 り厚 く御礼申し上げます。

お陰様にて、本年は 3月 9日 に第 40回大会 0総会を開催する運びとなりま した。

森八郎博士によって創設 された当学会は、諸先輩の会員の皆様 と現の会員の皆様及びこ

の分野の切要を貴ぶ皆様のご尽力によってt地道に 40年間続いてお ります。

今や都会の中でも大きな野生の動物が出没 し、大騒ぎが起きている光景が度々テレビ

のニュースになつていた り、また極小のカビやダニの被害防止や、あるして実現に至っ

てお ります。会員の皆様にあられま しては、実務にご多忙の中にも拘 らず、日ごろの研

究の成果や、経験の中での今後の考察、あるいは最新の開発の報告などの発表を応募 し

て下さいま した。この第 40回大会への多くの方々のご参力日が、当学会の更なる発展の

ために繋がること信 じてお ります。

恐縮ではございますが、大会の運営には皆様からのご協力がぜひ必要でございます。

企業様からのご協力をお願い出来ましたら幸甚でございます。

皆様方の益々のご繁栄をお祈 り申し上げます。

都市有害生物管理学会

第40回大会長 森正明 (慶應義塾大学保健管理センター所長)

会長 杉山真紀子 (東京藝術大学文化財保存化学領域学術博士)

敬 具

**************************

ご協力内容

*当 日配布のテキス トに広告ページ (モ ノクロA版 1ページ )・ ・・・・・ 。2万円

*当 日配布のテキス トに御社のお名前を記載・・・・・・・・・・・・・・ 。2万円

*当 日の会場に企業宣伝ブースを設置・・・・・・・・・ 。・・・ 。・・・ 。3万円

。お申込み締め切 りと。広告ページ版下の送付締め切 りは2019年 2月 15日 (金 )

。お支払い締め切 りは2019年 2月 20日 (水)。 お振込先は別紙の参加申込書に記載
。

お 問 い 合 わ せ は 、 FAX 03-6805-8675  或 は  メ
‐一ル  urbanpest.office@gmailo cOm
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   都市有害生物管理学会 第４０回大会 参加・講演発表申込書 

              ２０１9日年３月９日（土）開催 

ＦＡＸ：03-6805-8675 または メール：urbanpest.office@gmail.com 

         お席の余裕がありますので、締め切りを延長して、2月 28日 4（木） 

 

氏名 

 

フリガナ 

 

 

参加の 

有無 

□ 参加 

お弁当（￥１０００）□申し込む     □申し込まない  

懇親会に      □ 参加する     □ 参加しない  

ご連絡先 

 

企業名・団体名・大学名: 

ご住所：  

 

ＴＥＬ             ＦＡＸ  

メール： 

申込日  

大会参加費 □個人・団体会員（￥4000） □学生会員（￥1500） □非会員（￥5000） 

懇親会費 
□個人・団体会員（お一人）￥5500   □学生会員 ￥4000    □非会員 ￥5500 

□当日受付で支払希望 ＊必ずご参加ください。ご欠席になったら振込んでください 

振込先 

□三菱 UFJ銀行 新宿支店（店番３４１）普 ０２６２２３１ 

          口座名義 都市有害生物管理学会 会長 杉山真紀子 

（振込み手数料はご負担ください） 

振込む時、個人名を最初にご記入ください 

懇親会にご参加の方は、懇親会費も一緒に振込んでください 

ご協賛 

□申し込む（以下の①②③とも配布のテキストに御社名を掲載させていただきます） 

  □ ①テキストに配布の広告ページ（2万円） 

  □ ②協賛金のみ（2万円） 

    □ ③企業の宣伝ブース（３万円） 

企業名： 

 ご連絡先：電話番号と担当者名： 

 

  

mailto:urbanpest.office@gmail.com
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